
１ 農業信用保険勘定
（１）農業保険業務

（平成24年3月31日現在）
（単位：百万円）

金額 金額
（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 10,617 リース債務（短期） 52 
有価証券 9,549 引当金
未収金 921 賞与引当金 23 
その他の流動資産 110 政府事業交付金 9,809 

流動資産合計 21,196 支払備金 823 
その他の流動負債 22 

Ⅱ 固定資産 流動負債合計 10,729 
1 有形固定資産 Ⅱ 固定負債

建物 216 リース債務（長期） - 
減価償却累計額 △ 102 引当金

土地 663 退職給付引当金 803 
33 責任準備金 2,473 

減価償却累計額 △ 12 固定負債合計 3,276 
有形固定資産合計 798 14,006 

（純資産の部）
2 無形固定資産 127 Ⅰ 資本金

政府出資金 5,442 
3 投資その他の資産 民間出資金 20,239 

投資有価証券 29,892 資本金合計 25,681 
- Ⅱ 資本剰余金

29,892 政府交付金 3,288 
特別出えん金 19 

固定資産合計 30,817 資本剰余金合計 3,307 
Ⅲ 利益剰余金

前中期目標期間繰越積立金 2,701 
積立金 4,158 

2,161 
(2,161)

利益剰余金合計 9,020 
38,007 

52,013 52,013 
＊ 有形固定資産、無形固定資産は便宜上農業保険業務に一括計上

（自 平成23年4月1日 至 平成24年3月31日）
（単位：百万円）

金額 金額
経常費用 経常収益

事業費 事業収入
保険事業費 保険事業収入

保険金 5,176 保険料収入 3,623 
回収金払戻金 - 回収金収入 3,006 
求償権管理回収助成 28 返還保険金収入 - 
支払備金繰入 - 支払備金戻入 63 
事業費合計 5,203 政府事業交付金収入 728 

一般管理費 責任準備金戻入 471 
人件費 339 事業収入合計 7,891 
直接業務費 183 財務収益
管理業務費 59 受取利息 0 
賞与引当金繰入 23 有価証券利息 524 
退職給付引当金繰入 56 有価証券売却益 - 
減価償却費 43 財務収益合計 525 
一般管理費合計 703 雑益 6 

財務費用
支払利息 1 
有価証券売却損 354 
財務費用合計 355 

雑損 0 
経常費用合計 6,261 経常収益合計 8,422 

経常利益 2,161 経常損失 - 
臨時損失

固定資産除却損 0 
当期純利益 2,161 当期純損失 - 
当期総利益 2,161 当期総損失 - 

貸 借 対 照 表

科 目 科 目

その他の有形固定資産

負債合計

科 目 科 目

その他の投資その他の資産
投資その他の資産合計

当期未処分利益

純資産合計

（うち当期総利益）

資産合計 負債純資産合計

損 益 計 算 書

１ 貸借対照表

（１）平成２３年度末における資産総額は５２０億１３百万円（７３億５４百万円増）
である。

主な内訳は、有価証券及び投資有価証券が３９４億４１百万円（１２億８０百万
円増）、現金及び預金が１０６億１７百万円（６２億８０百万円増）であり、当期
未処分利益及び政府事業交付金の増加により増加した。

（２）負債総額は１４０億６百万円（５１億７４百万円増）である。
主な内訳は、政府事業交付金９８億９百万円（５７億７４百万円増）、責任準備

金２４億７３百万円（４億７１百万円減）、退職給付引当金８億３百万円（６百万
円減）、支払備金８億２３百万円（６３百万円減）である。

（３）純資産総額は３８０億７百万円（２１億８０百万円増）である。
主な内訳は、政府及び農業信用基金協会等からの出資金２５６億８１百万円（増

減なし）、交付金３２億８８百万円（増減なし）、利益剰余金９０億２０百万円
（２１億６１百万円増）である。

２ 損益計算書

（１）平成２３年度の経常費用は６２億６１百万円（６億２８百万円減）、経常収益は
８４億２２百万円（９０百万円増）で、これに臨時損失を加味した結果、当期総利
益は２１億６１百万円（７億１９百万円増）となった。これについては、積立金と
して整理する。

（２）この主たる要因は、
・費用においては、保険金が５１億７６百万円（８億１１百万円減）、有価証券売
却損３億５４百万円（皆増）となったこと

・収益においては、政府事業交付金収入が７億２８百万円（６億４６百万円増）、
支払備金が前年度２億６５百万円の繰入から６３百万円の戻入となったこと、責
任準備金戻入が４億７１百万円（３億５４百万円減）、保険料収入が３６億２３
百万円（１億８百万円減）、回収金収入が３０億６百万円（１億３百万円減）と
なったこと

等による。



（２）農業融資業務

（平成24年3月31日現在）
（単位：百万円）

金額 金額
（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 6 リース債務（短期） - 
有価証券 901 引当金
未収収益 5 賞与引当金 3 
短期貸付金 25,018 政府事業交付金 - 
その他の流動資産 - 支払備金 - 

流動資産合計 25,930 その他の流動負債 3 
流動負債合計 6 

Ⅱ 固定資産 Ⅱ 固定負債
1 有形固定資産 リース債務（長期） - 

建物 - 引当金
減価償却累計額 - 退職給付引当金 115 

土地 - 責任準備金 - 
- 固定負債合計 115 

減価償却累計額 - 121 
有形固定資産合計 - （純資産の部）

Ⅰ 資本金
2 無形固定資産 - 政府出資金 41,967 

民間出資金 - 
3 投資その他の資産 資本金合計 41,967 

長期貸付金 24,657 Ⅱ 資本剰余金
政府交付金 8,214 

固定資産合計 24,657 特別出えん金 - 
資本剰余金合計 8,214 

Ⅲ 利益剰余金
前中期目標期間繰越積立金 32 
積立金 269 

△ 16 
(△ 16)

利益剰余金合計 285 
50,466 

50,587 50,587 
＊ 有形固定資産、無形固定資産は便宜上農業保険業務に一括計上

（自 平成23年4月1日 至 平成24年3月31日）
（単位：百万円）

金額 金額
経常費用 経常収益

事業費 - 事業収入
一般管理費 貸付事業収入

人件費 48 貸付金利息 19 
直接業務費 2 事業収入合計 19 
管理業務費 8 財務収益
賞与引当金繰入 3 受取利息 4 
退職給付引当金繰入 8 有価証券利息 37 
減価償却費 6 有価証券売却益 - 
一般管理費合計 77 財務収益合計 41 

財務費用 雑益 1 
支払利息 0 
有価証券売却損 - 
財務費用合計 0 

雑損 - 
経常費用合計 77 経常収益合計 61 

経常利益 - 経常損失 16 
臨時損失

固定資産除却損 0 
- 16 
- 16 当期総損失

当期純利益
当期総利益

科 目 科 目

当期純損失

貸 借 対 照 表

科 目 科 目

その他の有形固定資産
負債合計

純資産合計
資産合計 負債純資産合計

損 益 計 算 書

当期未処理損失（△）
（うち当期総損失（△））

１ 貸借対照表

（１）平成２３年度末における資産総額は５０５億８７百万円（１２５億４９百万円
減）である。

主な内訳は農業信用基金協会に対する貸付金（代位弁済財源貸付）４９６億７５
百万円（１７億７５百万円減）、現金及び預金６百万円（１０５億８５百万円減）
及び有価証券９億１百万円（１億７８百万円減）である。

この主たる要因は、低利預託原資貸付業務について、平成２３年９月の業務廃止
に伴い、当該業務に係る政府出資金を国庫納付したことによる。

（２）負債総額は１億２１百万円（３４百万円減）である。
主な内訳は、退職給付引当金１億１５百万円（３１百万円減）である。

（３）純資産総額は５０４億６６百万円（１２５億１６百万円減）である。
主な内訳は政府出資金４１９億６７百万円（１２５億円減）、交付金８２億１４

百万円（増減なし）、利益剰余金２億８５百万円（１６百万円減）である。

２ 損益計算書

（１）平成２３年度の経常費用は７７百万円（２２百万円減）、経常収益は６１百万円
（５０百万円減）で、これに臨時損失を加味した結果、当期総損失１６百万円とな
った。これについては、積立金を取り崩して整理する。

（２）この主たる要因は、低利預託原資貸付の廃止及び市中金利の低下により貸付金利
息が１９百万円（３７百万円減）、財務収益が４１百万円（１０百万円減）となっ
たこと等による。


